
九
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六
年
十
月
二
五
口
　
印
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発
行

九
五
六
年
十
一
月
一
日

真
麹
天
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丈
學
部
東
洋
史
研
究
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’

生口
O

ム
識

剃
、

嘲
、

日
本
学
術
会
議
第
四
期
会
員
選
挙
に
際
し
て
候
補
者
推
薦
の
件

　
本
年
十
二
月
十
日
に
行
わ
れ
る
日
本
学
術
会
議
第
四
期
会
員
選
挙
に
際
し
て
、
　
史
学
研
究
会
は
、
　
評
議
員

　
宮
崎
市
定
氏
（
全
国
区
）
を
推
薦
候
補
者
と
す
ろ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
こ
の
旨
お
知
ら
せ

　
　
い
た
し
ま
す
。

史
学
研
究
会
大
会
開
催
の
件

　
左
の
日
程
で
本
会
及
び
読
史
会
∴
鼻
塞
輿
談
話
会
・
西
洋
皮
読
書
会
・
地
理
学
談
話
会
連
合
大
会
を
開
催
い

　
　
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
御
参
加
下
さ
る
よ
う
御
玉
内
申
上
げ
ま
す
。

．t）　1．．）

十十

月月

H　r；

AA金木
v　v

ハ
十
一
月
三
1
1
（
己
（
’
」
）

見
　
学
　
　
飛
烏
地
方
（
藤
．
標
京
趾
・
飛
鳥
寺
・
岡
寺
・
石
舞
台
）

大
会
及
び
総
会
（
会
務
報
告
）
京
大
楽
友
会
館

　
庄
談
論
の
稲
西
地
理
的
考
察
　
　
　
　
米
倉
二
郎
氏

　
巾
国
の
土
地
所
有
と
均
田
制
　
　
　
　
田
村
実
造
氏

　
　
　
l
I
と
く
に
始
源
の
問
題
を
中
心
と
し
て
1

　
縄
文
式
丈
化
論
　
　
　
　
　
　
山
内
清
男
氏

懇
　
親
　
会
　
京
大
楽
友
会
館

読
史
会
．
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
韻
脚
。
地
理
学
談
話
会
各
大
会
及
び
晩
餐
会

誹
郵
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
同
↑
封
し
ま
し
た
。

会
員
各
位

史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

・

9

賑
．

，



③
広
川
は
銅
版
画
に
つ
い
て
か
な
り
の
知
識
と
技
術
と
を
有
し
て
い
た
。
詳

　
し
く
は
西
日
村
貞
「
広
川
灘
著
嚇
瓢
瞭
蕪
軍
解
の
銅
版
画
に
つ
い
て
」
　
（
日
本
－
銅

　
版
画
志
ヨ
三
五
～
四
四
頁
）
参
照
。

④
富
士
川
、
医
学
八
五
三
三
～
四
頁
参
照
、
そ
の
解
屍
と
「
解
体
発
蒙
」
に

　
つ
い
て
は
「
明
治
属
託
H
太
一
医
瀞
ず
典
」
参
照
。
本
轟
久
の
詑
載
臥
甲
、
そ
の
評
価

　
に
つ
い
て
は
殉
書
に
よ
っ
た
。

⑤
他
に
鮎
沢
一
新
太
郎
「
西
　
村
出
迷
星
の
万
国
夢
物
語
」
（
歴
史
、
昭
二
七
・
六
）

　
お
よ
び
「
鎗
国
時
代
に
お
け
る
海
外
知
識
」
等
参
照
。

む
す
　
び

に
と
り
が
Σ
る
こ
と
㌧
し
た
い
ひ
こ
の
た
め
、
愛
料
保
存
家
の
公
開

を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
終
り
に
、
貴
重
な
家
蔵
書
翰
藥
を
快
く
み
せ
て
頂
い
た
小
石
秀
夫

氏
、
書
翰
読
解
に
御
教
示
を
得
た
羽
倉
敬
尚
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表

す
る
と
共
に
、
　
「
富
士
川
丈
庫
」
に
よ
っ
て
後
進
に
の
こ
さ
れ
た
故

」
富
士
川
博
士
の
無
限
の
野
江
を
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
六
。
七
。
一
七
稿
了
）

ユ裳創期の薯ミ都の蘭単について（田本）

　
本
稿
の
概
略
は
過
日
の
読
史
会
例
会
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
小
石
元
俊
の
思
惟
の
革
薪
性
、
な
い
し
進
歩
性
に
つ
い
て

質
問
を
受
け
た
。
お
そ
ら
く
蘭
学
と
い
へ
ば
、
戦
後
と
く
に
問
題
に

さ
れ
が
ち
な
、
封
建
社
会
内
に
お
け
る
反
（
あ
る
い
は
非
）
封
建
的

な
思
想
、
ま
た
は
封
建
社
会
の
崩
壊
に
対
応
す
る
上
部
構
造
と
し
て

の
思
想
の
変
化
が
興
味
の
対
象
と
な
る
ぞ
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ

の
点
は
一
層
回
り
下
げ
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
稿

に
お
い
て
も
か
瓦
る
質
問
に
充
分
の
解
答
を
与
え
う
る
内
容
は
も
り

え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
筆
者
の
不
明
に
も
よ
る
が
、
反
面
に
は
ま
だ

個
別
研
究
が
＋
分
進
ま
ず
、
ま
た
草
創
期
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
段
階

に
す
ぎ
な
い
の
で
、
全
期
を
叙
述
し
終
っ
て
か
ら
、
金
般
的
な
史
論

魑
新
　
　
入
　
　
会
　
　
員
（
入
会
順
）

大
脇
保
彦

二
宮
正
道

藤
羅
謙
三

中
村
幹
雄

住
吉
商
業
高
校

永
田
英
正

上
原
栄
子

早
稲
田
大
学

歴
隻
学
研
司
会

水
木
直
箭

大
阪
市
住
吉
区
南
加
賀
屋
町
五
五
九

來
京
都
新
宿
区
戸
塚
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
丈
連
内

137 （577）



係
の
豊
富
な
資
料
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
著
し
い
。
古
墳
の
発
掘
は
戦
後
覆
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
る
が
、
中
で
も
古
式
古
墳
の
調
査
が
進
み
、
構
造
あ
る
い
は
遺

物
の
副
申
葬
状
態
に
つ
い
て
の
知
見
が
増
し
た
。
例
え
ば
福
岡
県
一
貴
山
、
大
阪

府
黄
金
塚
、
紫
金
寓
筆
三
電
県
石
山
等
の
諸
古
墳
が
あ
げ
ら
れ
る
。
寺
阯
関
係

で
は
奈
良
県
西
大
寺
、
飛
鳥
寺
、
興
福
寺
な
ど
が
組
織
的
に
調
査
さ
れ
、
そ
の

遺
構
が
明
か
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坪
井
溝
足
）

ユ68 （608＞

一
の
1
豪
塗
蘇
逮
葦
、
㌔
藍
♂
，
垂
事
　
　

　
多
護
ー
ー

万
葉
集
に
見
え
る
夜
の
船
出

　
熱
照
準
に
船
…
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
こ
ぎ
い
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
万
葉
集
巻
一
に
見
え
る
額
田
王
の
有
名
な
歌
で
あ
る
が
、
何
故
に
夜
船
出
を

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
潮
の
都
合
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
な
ら
潮
汐

の
干
満
は
一
田
二
回
あ
る
の
だ
か
ら
日
中
満
潮
の
蒔
を
利
用
し
た
方
が
便
利
で

あ
ろ
う
。
何
か
の
悪
摺
で
偶
然
船
出
が
夜
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
天

平
八
年
の
遣
新
羅
使
の
歌
を
載
せ
た
万
葉
集
巻
十
五
に
も
夜
の
船
出
を
語
る
も

の
が
二
つ
あ
る
。
即
ち

　
ω
　
月
よ
み
の
光
を
重
み
神
島
の
い
そ
ま
の
浦
ゆ
船
出
す
わ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
五
九
九
）

　
飼
　
従
昌
長
門
浦
一
船
出
之
夜
、
仰
観
二
月
光
一
作
歌
三
菖
（
三
六
一
一
一
一
i
三
六

　
　
二
四
の
歌
の
前
書
、
歌
は
省
略
す
）

で
あ
っ
て
、
夜
の
船
出
が
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
当
時
の
航
海
に
お
け
る
一

般
的
な
方
法
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
瀬
戸
内
海
に
特

麿
な
陸
風
海
風
を
利
用
す
る
た
め
に
起
っ
た
航
海
術
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

昼
間
は
陸
の
方
が
海
よ
り
強
く
熱
せ
ら
れ
る
た
め
に
海
よ
り
陸
へ
風
が
吹
き
、

夜
は
逆
に
陸
よ
り
海
へ
吹
く
。
船
出
を
容
易
に
す
る
た
め
に
は
海
に
向
っ
て
吹

く
こ
の
夜
の
風
を
利
用
す
れ
ば
よ
い
訳
で
あ
る
。
ブ
チ
ャ
ー
著
門
ギ
リ
シ
ャ
交

化
の
特
質
」
　
（
諸
角
克
夫
氏
訳
）
に
よ
れ
ば
、
ホ
メ
ロ
ス
の
中
に
も
エ
マ
ゲ
海

に
起
る
陸
風
海
風
を
利
用
し
て
、
夜
船
出
す
る
場
面
の
描
写
が
あ
る
と
言
う
。

も
と
よ
り
帆
を
使
わ
ず
に
櫓
罹
に
頼
る
小
船
は
別
で
あ
る
が
、
右
に
挙
げ
た
諸

例
の
場
合
は
何
れ
も
当
時
と
し
て
は
大
船
で
あ
ろ
う
か
ら
、
帆
を
張
っ
て
い
た

に
違
い
な
く
風
の
向
き
は
無
視
で
き
な
い
筈
で
あ
る
。
こ
う
し
て
陸
風
利
用
の

船
出
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
歌
の
理
解
も
一
層
藻
ま
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
特
に
額
田
王
の
歌
は
、
月
光
の
下
、
銀
波
を
く
だ
く
満
潮
を
酋
に

し
て
船
装
い
な
っ
た
軍
船
の
く
ろ
ぐ
う
と
居
な
ら
ぶ
静
中
動
の
一
瞬
を
捉
え
た

名
歌
と
し
て
古
今
に
喧
低
さ
れ
る
が
、
膚
寒
く
欧
き
過
ぎ
る
夜
風
を
受
け
い
っ

ぱ
い
に
張
っ
た
帆
と
、
風
に
鳴
る
帆
綱
の
音
と
を
想
像
す
る
時
、
こ
の
歌
の
昧

わ
い
は
画
龍
点
晴
を
得
る
も
の
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
（
K
・
N
）



れ
て
い
な
い
し
と
強
く
自
負
し
う
る
よ
う
な
、
極
め

て
明
快
な
論
理
と
整
然
た
る
体
系
を
も
つ
大
著
「
フ

ラ
ン
ス
革
命
塑
研
究
i
愛
学
史
的
考
察
…
1
」
を

世
に
問
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
、
た
だ
た
だ
敬

服
の
ほ
か
な
く
、
教
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
ま
た
多
大
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会

報

な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
、
歴
史
を
志
す
者
こ
と
ご
と
く

の
必
読
の
書
と
し
て
、
敢
え
て
推
薦
し
て
已
ま
な

い
。
　
（
A
5
、
三
四
九
頁
、
他
に
、
ま
え
が
き
、
参

考
文
献
、
人
名
索
引
、
定
価
七
衝
円
、
創
文
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
西
井
克
己
一

京
都
大
学
文
学
部
創
設
五
十
周
年
記
念
特
別
例
会
及
び
十
二
月
例
会
の
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。
多

数
の
御
参
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
京
大
文
学
部
創
設
五
十
周
年
記
念
特
別
例
会

臼
　
　
時

場
　
　
所

　
日
本
蔓

　
東
洋
史

　
西
洋
愛

　
地
理
学

考
古
学

、

十
一
月
二
十
四
臼
（
土
）
午
後
一
時

京
大
法
経
第
六
教
室

　
雑
戸
の
労
役
に
つ
い
て

　
六
朝
蒔
代
の
祉
会
と
宗
教

　
小
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
ピ
テ
イ
ニ
ア
総
督

　
と
し
て
の
便
命
に
就
て

礪
波
の
散
村

　
飛
騨
高
地
の
縄
文
式
石
器
に
つ
い
て

一
　
＋
二
月
例
会

日
　
　
暗
　
　
十
二
月
一
翼
（
土
）
午
後
一
時

場
　
　
所
　
　
京
大
文
学
部
第
八
敷
室

　
明
代
二
期
の
北
方
政
策

　
ホ
ル
ス
の
虚
像

　
近
時
出
土
の
申
国
古
銅
器
に
つ
い
て

広
島
大

岡
山
大

名
　
　
大

大
阪
市
大

名
　
　
大

福
尾
猛
市
郎
氏

宮
川
尚
志
氏

水
川
温
同
氏

村
松
繁
華
　
…

澄
田
　
正
一
氏

　　

@　
@　

@｝

讃
淳
平
氏
…

加
藤
　
一
朗
氏

岡
田
芳
三
郎
氏

執
筆
者
紹
介

原
随
園
田
都
大
学
教
授

村
上
嘉
実
滋
賀
短
期
大
学
教
授

赤
松
俊
秀
京
都
大
単
教
授

辻
国
右
左
男
　
奈
良
女
子
大
学
敦
授

柴
田
　
　
実
　
京
都
大
学
教
授

山
本
四
郎
　
難
頂
女
子
高
校
激
諭

岡
綺
　
敬

京
都
大
三
人
丈
科
学

研
究
所
助
手

川
口
　
博
京
都
大
単
大
二
院
学
生

西
井
克
巳
　
会
沢
大
学
教
授

174　（614）



息
鴫消

学
界
消
息

旨
¢
℃
糞
r
国
警
替
。
・
δ
違
乱
・
誘
。
h
一
G
。
り
○
。
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